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No.    平成25年度静岡県包装研究会　申込み用紙 　担当：小橋（FAX.03-3543-8970）  

（該当する方に○をつけて下さい）　　　　（公社）日本包装技術協会会員　・　（一社）静岡県紙パルプ技術協会会員　・　一般 

ＪＰＩ 催しのご案内 

 

●開催日時 ： 平成25年11月1日（金）13：15～16：45 
●会　　場 ： 静岡県男女共同参画センター「あざれあ」501会議室（静岡市） 
 

　　●主　　催 ： 公益社団法人日本包装技術協会（JPI） 
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時 間 講　演　内　容 

講演プログラム 

テーマ：『環境ビジネスの成長戦略』 
講　師：株式会社　環境経営総合研究所　代表取締役　松下　敬通　氏 

テーマ：『紙パルプ由来の新しい包装材料』 
講　師：ＭＩＰコンサルタント事務所　代表　岩崎　誠　氏 

まず、わが国の紙パルプ産業の現状を説明する。さらに、今後のトレンドとして、木材由来の新しい素材（木材の主成分であるセルロー
スからのセルロースナノファイバー、木材中に20％含有されているヘミセルロースからキシランなど）が開発され、いろいろな応用が検討されて
いるので、ここでは、これらの素材の包装材への応用について概説する。 

講演内容： 
 

JPIでは、各地域の会員ニーズに応えるべく、静岡県におかれましても年1回包装研究会を開催し、多くの地元会員企業の皆様に
お集まり頂き好評頂いております。 
本年度は第1部に「紙パルプ由来の新しい包装材料」をテーマに、第2部では「環境ビジネスの成長戦略」をテーマに開催させて頂
きます。 
この機会に、奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます。 

開催要領 

【個人情報の取り扱いについて】 
1．個人情報は「平成25年度静岡県包装研究会」の事業実施に関わる資料等の作成、並びに当
会が主催・実施する各事業におけるサービスの提供や事業のご案内等のために利用させて
いただきます。なお、作成資料は、開催当日、関係者に限り配布する場合があります。 
2．参加申込みによりご提供いただいた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、第三者に開示、
提供することはありません。 

お問合せ・お申込み先 
 公益社団法人日本包装技術協会  静岡県包装研究会係  担当：小橋 

〒104-0045　東京都中央区築地4-1-1　東劇ビル10F 
TEL.03-3543-1189 ･ FAX. 03-3543-8970 

e-mail：kobashi@jpi.or.jp

下記申込書に記入いただきFAXにてお送り下さい。 
お断りする場合のみご連絡します。 
当方より連絡がない場合は直接会場にご来場下さい。 

 

 

静岡県包装研究会 平成25年度 静岡県包装研究会 静岡県包装研究会 

■日　時：平成25年11月1日（金）13：15～16：45 
■会　場：静岡県男女共同参画センター「あざれあ」501会議室 
　　　　　静岡市駿河区馬渕1丁目17-1 TEL．054-255-8440 
　　　　　＊（右案内図参照） 
■参加料：（公社）日本包装技術協会の会員の方：無料 

　　　（一社）静岡県紙パルプ技術協会の会員の方：無料 
　　　　一般の方：一講演につき3,150円（税込） 

■定　員：80名     
 
 
 

　●中央郵便局 

　●静岡駅北パーキング 

　● 
　商工会議所 
 

　● 
　勤労者総合会館 

至名古屋 至東京 国道1号線 

東海道本線 

東海新幹線 
静岡駅 

あざれあ 

［主要事業内容］  1.紙パウダーと合成樹脂を混練した混成成形ペレットの製造及び販売　2.紙パウダーと合成樹脂の混成ペレットを成形した各種紙製製品の製
造及び販売　3.紙パウダーと工業用澱粉及び合成樹脂を混練・発泡させた発泡断熱材・緩衝材の製造及び販売 　4.古紙、廃プラスチック及び有機物廃材の再利
用に関する調査・研 究事業　5.紙パウダー、樹脂成形品に関わる原材料製造プラント及び断熱材・緩衝材製造プラントの製造及び販売　6.バイオマス資源利活
用施設整備事業の総合企画事業　7.バイオマス資源リサイクルプラントの販売事業　8.バイオマスタウン整備・設立に関するコンサルティング事業　9.マテリア
ル・サーマル・リサイクル原料としての有機質資源の発掘及び販売 

1.国際競争に負けない価格戦略　2.日本にしか出来ない商品、素材開発　3.海外企業も含めた事業提携戦略 
4.企業の血液である事業資金獲得スキーム　5.最後にモノをいう知財戦略 　 

講演内容： 
 

 

特色　130813


